
講
師
は
人
材
開
発
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
内
外
で
活

躍
中
の
佐
藤
典
子
氏
。
「
共

通
の
言
葉
を
持
つ
日
本
人
は

相
互
理
解
に
努
力
を
必
要
と

し
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
手
と

は
言
え
な
い
」
と
文
化
的
背

景
を
解
説
。
自
己
開
示
に
よ

っ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ウ
イ
ン
ド

ウ
を
広
げ
る
こ
と
の
重
要
性

な
ど
を
述
べ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
入
り
ま
し
た
。

受
講
者
は
五
～
六
人
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
相
手
の

良
い
と
こ
ろ
を
認
め
る
こ
と

で
信
頼
感
が
高
ま
る
と
い
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

特
性
を
相
互
に
学
習
。
佐
藤

氏
は
、
相
手
を
傷
つ
け
ず
に

人
間
関
係
も
キ
ー
プ
で
き
る

断
り
方
と
し
て
、
理
解
や
共

感
を
示
し
、
代
替
案
を
伝
え

る
こ
と
な
ど
が
有
効
で
あ
る

と
指
摘
し
ま
し
た
。

教
師
の
期
待
を
伝
え
る
こ

と
で
生
徒
が
伸
び
る
ピ
グ
マ

リ
オ
ン
効
果
に
関
し
て
は
、

自
己
期
待
の
気
持
ち
が
芽
生

え
、
成
績
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
と
強
調
。
人
の
名
前
を
覚

え
る
に
は
「
関
連
付
け
が
コ

ツ
」
と
、
自
ら
の
記
憶
方
法

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

約
二
時
間
の
入
門
講
座
を

終
え
た
受
講
者
は
「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
ま
ち
づ
く
り
の

原
点
」
「
教
わ
っ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
家
庭
や
勤
務
先
で
役
立

て
た
い
」
な
ど
と
感
想
を
述

べ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

井
原
市
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
（
つ
ど
え
～
る
）
は
、
指

定
管
理
者
制
度
に
移
行
し
て

三
年
が
経
過
。
今
後
の
五
年

間
に
つ
い
て
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
井

原
が
管
理
運
営
に
あ
た
る
こ

と
に
な
り
、
新
た
に
市
と
契

約
を
結
び
ま
し
た
。

同
法
人
は
過
去
三
年
間
の

施
設
利
用
者
数
を
グ
ラ
フ
に

ま
と
め
「
市
の
公
設
民
営
シ

ス
テ
ム
が
良
い
効
果
を
生
ん

で
い
る
」
「
親
し
み
や
す
さ

も
数
字
に
表
れ
て
い
る
の
で

は
」
な
ど
と
分
析
。

関
係
者
は
「
つ
ど
え
～
る

が
市
民
の
方
々
に
地
域
活
性

化
の
第
一
ポ
イ
ン
ト
と
意
識

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
一
層

努
力
し
た
い
」
と
、
協
働
意

識
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

井
原
市
は
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
よ
り
推
進
す
る
た

め
、
二
十
三
年
度
か
ら
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
組
織
化
、
リ
ー

ダ
ー
養
成
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
推
進
員
の
派
遣
、
市
民

と
市
長
の
対
話
、
協
働
意
識

の
醸
成
、
市
職
員
の
意
識
改

革
を
柱
と
す
る
予
定
。
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井 原市市民活動センター

715-0019 井原市井原町352-1

℡0866-62-9090（FAX兼）

http://www.ibara.ne.jp/~katudou/

E-mail:katudou@ibara.ne.jp

編集／ＮＰＯ法人市民交流

ネ ッ ト ワ ー ク 井 原

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

第
一
回
地
域
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
講
座
・
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
入
門
」
が
三
月

二
十
七
日
午
後
、
つ
ど
え
～
る
を
会
場
に
開
か
れ
、
四

十
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

市
が
推
進
策

独
自
の
発
想
に
よ
り
全
国

各
地
で
活
発
に
展
開
さ
れ
て

い
る
地
域
づ
く
り
・
く
ら
し

づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域

活
動
団
体
等
を
表
彰
す
る
平

成
二
十
二
年
度
あ
し
た
の
ま

ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞

（
主
催
・
財
団
法
人
あ
し
た

の
日
本
を
創
る
協
会
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
な
ど
）
が
決
定
。
岡
山
県

内
で
は
唯
一
、
井
原
市
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
い
ひ
ろ
ば

・
と
ま
と
さ
ん
家
が
地
域
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
地
域
が
直
面

し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
自
ら
の
手
で
解
決
し
て
、

住
み
良
い
地
域
社
会
の
創
造

を
め
ざ
し
、
大
き
な
成
果
を

挙
げ
、
先
導
的
事
例
と
し
て

他
の
参
考
に
な
る
団
体
を
顕

彰
す
る
も
の
で
す
。

活
性
化
に
創
意
と
熱
意



井
原
町
ま
ち
づ
く
り
の
会

主
催
の
井
原
桜
ま
つ
り
が
四

月
三
日
、
桜
橋
公
園
一
帯
で

開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
小
田
川
健
康
ウ
オ

ー
ク
を
復
活
さ
せ
、
上
流
コ

ー
ス
（
４
㎞
）
と
下
流
コ
ー

ス
（
３
㎞
）
に
多
く
の
住
民

が
参
加
し
ま
し
た
。

同
公
園
で
は
、
今
年
三
月

に
山
陽
新
聞
桃
太
郎
賞
を
受

賞
し
た
井
原
備
中
神
楽
保
存

会
・
小
中
学
生
伝
承
教
室
の

メ
ン
バ
ー
が
子
ど
も
神
楽
を

熱
演
。
焼
き
そ
ば
や
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
な
ど
の
模
擬
店
は

往
時
の
桜
ま
つ
り
を
彷
彿
さ

せ
、
児
童
会
館
広
場
で
も
商

工
会
議
所
婦
人
部
が
お
茶
席

を
設
け
、
小
田
川
沿
い
の
春

色
を
演
出
し
ま
し
た
。
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【１階】使用無料

交流コーナー・ミーティングコーナー・

情報コーナー・インターネットコーナー

・作業コーナー・パソコンコーナー・展

示コーナー・育児ルーム兼ミニ会議室

注）コピー印刷等は実費要

注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ

注）倉庫の使用はご遠慮願います

注）ゴミは各自お持ち帰り願います

【２階】有料会議室（机15・椅子30）

9：00～17：00 １時間 200円

17：00～21：00 １時間 300円

冷暖房は１時間 100円

【休館日】月曜日、祝日、年末年始

注）ただし月曜日が祝日の場合、翌日の

火曜日は休館

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

つどえ～るご利用メモ

夏の猛暑に備え、アサガオ・ヘチ

マ・ゴーヤーなど、つるが伸びる植

物を植えて直射日光をさえぎる「緑

のカーテン」のコンテストを昨年度

に続いて実施します。

楽しみながら身近な環境対策に取

り組んでみませんか。

◇ ◇

主 催：100万人のキャンドルナイ

トin井原駅実行委員会

審 査：９月初旬に写真をつどえ～

るへ展示して１０月中旬に

表彰。事前の登録をお願い

します。（無料）

問合せ：つどえ～る(TEL62-9090)

井原市井原町352-1

井原市市民活動センターでは「つ

どえ～るクラブ」の会員を募集して

います。入会者は、つどえ～るの提

供する様々なサービスを受けること

が可能。

「パソコンを始めたい」「ボランテ

ィア活動に関心がある」という方に

はピッタリ。協働のまちづくり勉強

会や講演会の企画運営に関わるなど、

“遊学心”で取り組んでいただける

ネットワークコミュニティです。

◇ ◇

会 費：無 料

活 動：ボランティア パソコン学

習 まちづくり関係ほか

窓 口：つどえ～る（TEL62-9090）

ミ

ニ

情

報

■緑のカーテンコンテスト ■会員募集のお知らせ

備中西商工会青年部美星支部

（代表 川上 直哉）

・まちづくり岡山ネットワーク

（代表 吉澤万千子）

・井原市福祉をよくする会

（代表 落合 清三）

欅の杜塾

（代表 田村 俊逸）

鳥羽踊り保存会

（代表 尾山 立志）

・プラント

（代表 吉原 正敏）

井原町まちづくりの会

（代表 三宅 秀治）

新現役の会井原支部

（代表 森 岑生）

・はっぴいひろばとまとさん家

（代表 井上 咲子）

・井原はばたき会

（代表 中島 知子）

１００万人のキャンドル

ナイトｉｎ井原駅実行委員会

（事務局 上田 勝義）

井原ＢＢＱ

（代表 細羽 宏子）

五 味 会

（代表 宮本 幸枝）

ボランティアガイド井原

（代表 北川 有紀）

井原備中神楽保存会

（代表 森下規矩二）

倉掛自治連合会

（会長 倉橋 一郎）

岩崎おもちゃ病院

（代表 岩崎 勲）

・ビビット経ケ丸

（代表 鳥越恵治郎）

井原市文化協会洋画部

（部長 原田 晋作）

井原スポーツ少年団ＢＢＣ

（代表 掛橋 浩之）

高屋ランニングクラブ

（代表 高木 完二）

・市民交流ネットワーク井原

（代表 大坪 正廣）

つどえ～る登録団体
〔・印はＮＰＯ法人〕

井原備中神楽保存会・小中学生伝承教室のメンバーによる熱演に会場
から大きな拍手が送られていました＝４月３日・井原町桜橋公園

井
原
備
中
神
楽
保
存
会
が
熱
演

つ
ど
え
～
る
で
四
月
三
日
、
ミ
ニ

コ
ミ
紙
作
成
教
室
が
開
か
れ
、
高
屋

町
の
男
性
四
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
の
足
掛
か
り
と
も
な
る
の
が

ミ
ニ
コ
ミ
紙
。
こ
れ
ら
の
作
成
知
識

を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
団
体
と
、

情
報
発
信
の
支
援
を
活
動
の
一
つ
に

挙
げ
て
い
る
つ
ど
え
～
る
で
話
し
合

い
な
が
ら
適
宜
、
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。

二
回
目
は
四
月
二
十
三
日
に
開
か

れ
、
レ
イ
ア
ウ
ト
ソ
フ
ト
の
入
っ
た

パ
ソ
コ
ン
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
紙

面
作
り
や
、
地
紋
の
出
し
方
な
ど
の

実
践
編
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

つ
ど
え
～
る
で
は
各
団
体
へ
、
ミ

ニ
コ
ミ
紙
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

広
報
体
制
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

《

学

習

内

容

》

①
ミ
ニ
コ
ミ
紙
作
成
に
あ
た
っ
て

②
企
画

③
取
材

④
原
稿
作
成

⑤
見
出
し

⑥
レ
イ
ア
ウ
ト

⑦
校

正
＆
印
刷

⑧
配
布

小
中
学
生
伝
承
教
室

桃
太
郎
賞
に
輝
く

つどえ～る

ま
ち
づ
く
り
の
会
の
模
擬
店

井原桜まつり


